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第 5次瀬戸市総合計画 市民アンケート調査結果概要 

 

１ 調査の概要 

⑴ 調査の目的 

本市は、平成 18 年 3 月に市民と行政の共通の目標として「第 5次瀬戸市総合計画」を策定

し、将来像「自立し、助けあって、市民が力を発揮している社会」の実現に向けた取り組み

を進めています。 

   「第５次瀬戸市総合計画」では、「目指す姿」、「成果目標」を定め、その達成状況を測るた

めの指標を設定して、具体的な数値目標を掲げています。 

   本調査は、第 5次瀬戸市総合計画策定時（平成 17 年度）からの 9年間におけるまちづくり

に対する市民の「意識」と「実践度合い」の変化をこれまでの調査（平成 16 年 2月及び平成

17 年 8 月実施、平成 20年 6 月実施、平成 23年 6月実施）との比較により把握し、目標値の

達成状況や市民の活動状況を調査分析するものです。 

 

⑵ 調査時期 

  平成 26 年 6 月 11 日（水）～6月 30 日（月） 

 

⑶ 回収率 

配布数 回収数 回収率 

2,000 部 929 部 46.45％ 

 

２ 結果概要 

⑴ 住みやすさと定住意向 

① 住みやすさの評価 

○ 「大変住みやすい」が 13.0％、「どちらかといえば住みやすい」が 61.4％と、合わせ

て 74.4％の方が『瀬戸市は住みやすい』と評価しています。 

○ 平成 23 年調査との比較では、「大変住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」

を合わせた『住みやすい』という評価については、ほぼ同様でした。 

 

 

② 瀬戸市での定住意向 

○ 「今の場所に住み続けたい」が 53.6％、「市内の別の場所で住み続けたい」が 8.5％で、

合わせて 62.1％の方が『市内定住』の意向を持っています。 

○ 平成 23 年調査との比較では、「今の場所に住み続けたい」が 5.2 ポイント低下して、

定住意向が低くなっています。 

○ 「市内の別の場所で住み続けたい」は平成 23 年調査とほぼ同じですが、「今の場所に

住み続けたい」が低下したため、これらを合わせた『市内定住』の意向についても 5.0

ポイント低くなっています。 
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⑵ 市民の意識と実践度合い 

① 市民の意識 

まちづくりに対する市民の意識について 25項目の調査を行いました。 

 ○ 評価が高かった項目                         （単位：％） 

順
位 

設問 

番号 
内   容 

「そう思う」と「どちらかとい

えばそう思う」の割合の合計 
ポイント

の差 

H23 H26 H26－23 

1 32 窓口サービスは適正で迅速である 79.9 81.1 1.1 

2 31 窓口サービスは手続きが分かりやすく利用しやすい 80.1 80.0 -0.1 

3 1 経済的に自立した生活ができている 70.5 74.3 3.8 

4 25 水や緑に親しむ場がある 61.1 68.2 7.1 

5 22 生きがいのある暮らしをしている 65.3 66.8 1.5 

 ○ 平成 23 年調査から改善が見られた上位項目              （単位：％） 

順
位 

設問 

番号 
内   容 

「そう思う」と「どちらかとい

えばそう思う」の割合の合計 
ポイント

の差 

H23 H26 H26－23 

1 25 水や緑に親しむ場がある 61.1 68.2 7.1 

2 7 
けが人や病人に対し率先して応急手当がで

きる 
35.9 40.8 4.9 

3 39 
行政、市民、企業がそれぞれの役割を適切に

果たしている 
36.0 40.3 4.3 

4 21 差別や偏見のない地域社会である 42.4 46.3 3.9 

5 1 経済的に自立した生活ができている 70.5 74.3 3.8 

 

  ② 市民の実践度合い 

    まちづくりに対する市民の実践度合いについて 14項目の調査を行いました。 

   ○ 実践度合いが高かった項目                      （単位：％） 

順
位 

設問 

番号 
内   容 

「行っている」と「ときどき

行っている」の割合の合計 
ポイント

の差 

H23 H26 H26－23 

1 29 日頃のごみの減量やリサイクルエコバック持参 91.4 89.6 -1.8 

2 27 省エネルギーの実践 83.0 82.0 -1.0 

3 9 寝室に住宅用火災警報器を設置 58.0 58.9 0.9 

4 16 健康維持・増進のための意識的な運動 59.9 55.8 -4.1 

5 8 消火器や風呂水のため置きなど火災の備え 57.6 44.7 -12.9 

 


